
国内ベンチャー新規設⽴数減少と企業のターンオーバーへの影響
○平成16年度には企業数累積1千社を超えたが、18年度以降各年度の設⽴数が減少傾向。
その多くは休眠状態と推定。⽶国同様に企業の開業率を⾼めて新陳代謝を活発化する必要。

＜企業の⽣存率 ⽇⽶⽐＞
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＜⼤学発ベンチャー企業の設⽴累計＞

※ 平成２１年度実績までは文部科学省科学技術政策研究所の調査によるものであり、平成２２
年度以降の実績は本調査によるもののため、設立累計を点線とした。

※ 平成２２年度以降の実績は、当該年度に設立された大学等発ベンチャー設立数のみを調査
し、科学技術政策研究所の平成２１年度実績までのデータに合算している。

※ 設立年度は当該年の４月から翌年３月までとし、設立月の不明な企業は４月以降に設立され
たものとして集計した。

※ 設立年度の不明な企業９社が平成２１年度実績までにあるが、除いて集計した。

出典：⽂部科学省「平成24年度 ⼤学等における産学連携等実施状況について」を基に、⽂部科学省作成

＜企業の開廃業率国際⽐較＞
開業率（％） 廃業率（％）

設⽴後年数

⽣存率
％

⽇本

⽶国

（出典）経済産業省 ⽇⽶起業協議会
平成24年10⽉公表資料（付録３）
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